
日
　
用
　
清
　
浄
　
の
　
人

一
休
宗
純
の
跡
を
た
ど
る

は
じ
め
に

狂
雲
集
に
次
の
よ
う
な
贈
答
唱
和
の
作
が
あ
る
。

謹
奉
録
呈
一
休
老
和
尚
座
下

幻
住
孫
　
責
建
九
拝

狂
風
編
界
不
曽
蔵
　
吹
起
狂
雲
狂
更
狂
　
誰
識
雲
収
風
定
虎
　
海
東
初
日

上
扶
桑和
知

漸
悦
声
名
不
覆
蔵
　
伴
歌
爛
酔
我
風
狂
　
吟
懐
夜
夜
中
蜂
月
　
幻
住
僧
無

三
宿
桑

和
韻
の
偽
は
も
と
よ
り
一
休
の
作
で
あ
る
が
、
真
建
の
偽
に
つ
い
て
も
、
真

建
と
い
う
法
名
が
一
休
の
幼
時
の
法
名
周
建
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

休
仮
託
の
作
と
見
る
人
も
あ
る
。
確
か
な
根
拠
が
な
い
以
上
、
わ
た
く
L
は
仮

託
説
を
採
ら
ず
、
中
蜂
明
本
の
法
脈
を
承
け
る
幻
住
派
の
僧
頁
建
と
一
休
と
の

唱
和
の
作
と
考
え
て
い
る
。
狂
風
が
狂
雲
を
吹
起
し
て
現
象
世
界
に
あ
ま
ね
く

吹
き
荒
れ
て
い
る
が
、
禅
の
正
法
は
狂
雲
子
一
休
に
こ
そ
厳
然
と
保
持
さ
れ
て

い
る
と
い
う
貢
建
の
偶
に
答
え
て
、
自
分
は
い
ま
だ
現
象
世
界
と
の
か
か
わ
り

を
脱
し
得
て
い
な
い
が
、
か
の
中
峰
明
本
の
、
深
山
に
澄
む
孤
月
に
も
似
た
、

無
碍
枯
淡
の
心
位
を
承
け
つ
ぐ
幻
住
派
の
禅
風
に
心
を
ひ
か
れ
る
こ
と
で
あ
る

中
　
川
　
徳
　
之
　
助

と
い
う
和
親
の
偽
の
心
で
あ
ろ
う
。
一
休
に
「
幻
住
祖
門
」
と
題
す
る
侶
頒
が

あ
り
、
「
中
峰
夜
夜
一
輪
月
　
独
朗
天
真
幻
住
前
」
の
句
が
見
え
る
こ
と
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
（
平
野
宗
浄
氏
著
「
狂
雲
集
全
駅
」
）
。
幻
住
派
の
禅
風
と
一

休
の
禅
風
と
は
、
一
見
、
懸
絶
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
一
休
に
は
幻
住
派

の
禅
に
心
ひ
か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
一
休
が

景
慕
す
る
徹
翁
義
亨
の
、
そ
の
法
語
に
見
え
る
日
用
清
浄
人
に
つ
い
て
ま
ず
考

え
、
つ
ぎ
に
幻
住
派
の
禅
風
の
影
響
を
受
け
て
い
る
寂
宝
元
光
と
一
休
と
に
つ

い
て
、
と
も
に
日
用
清
浄
人
の
生
き
方
を
実
践
し
、
と
く
に
弟
子
を
接
化
教
育

す
る
姿
勢
に
お
い
て
共
通
す
る
も
の
を
持
ち
な
が
ら
、
結
果
に
お
い
て
大
い
に

趣
き
を
異
に
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
考
え
、
こ
の
考
察
を
通
じ
て
、
一
休
が
特

異
な
禅
風
を
形
成
す
る
に
い
た
る
要
田
の
一
端
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
。
文

学
の
研
究
論
文
と
言
う
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
の
批
判
は
免
れ
な

い
が
、
一
休
宗
純
の
跡
を
た
ど
る
上
で
、
わ
た
く
L
と
し
て
は
避
け
ら
れ
な
い

問
題
で
あ
る
点
を
卸
諒
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

1
　
徹
翁
の
法
語
に
見
え
る
日
用
清
浄
人

自
ら
虚
堂
七
世
孫
と
称
す
る
一
休
の
法
系
は
、
虚
堂
智
愚
－
南
浦
紹
明
－

宗
峰
妙
超
－
徹
翁
義
亨
－
言
外
宗
忠
－
華
里
宗
塁
－
一
休
宗
純
と
相

承
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
宗
師
の
中
で
も
徹
鎗
義
亨
に
つ
い
て
一
休
は
し
ば
し
ば



言
及
す
る
。
徹
翁
は
応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
入
寂
、
一
休
は
応
永
元
年
（
一

三
九
四
）
誕
生
で
あ
る
か
ら
、
徹
翁
に
寄
せ
る
一
休
の
景
慕
の
念
は
、
晩
年
の

徹
翁
に
随
侍
し
た
師
華
豊
な
ど
の
教
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一

休
が
徴
翁
を
景
慕
す
る
点
を
、
徹
翁
の
印
可
に
つ
い
て
の
心
構
え
と
示
栄
彷
徒

法
語
と
の
二
点
に
お
い
て
考
え
た
い
。

a
　
印
可
に
つ
い
て
の
心
構
え

徹
翁
義
亨
に
つ
い
て
は
、
春
作
禅
興
の
手
に
な
る
徹
翁
語
録
と
行
状
が
あ
る
。

春
作
禅
興
は
、
華
史
と
同
門
の
兄
弟
で
あ
る
大
横
宗
範
の
法
嗣
で
、
大
燈
国
師

（
宗
峰
妙
超
）
行
状
を
も
撰
述
し
て
い
る
。
こ
の
徹
翁
の
行
状
に
次
の
話
が
記

さ
れ
て
い
る
。
自
己
の
会
下
に
教
内
に
理
を
究
明
す
る
者
は
多
い
が
、
教
外
に

悟
徹
す
る
者
の
一
人
も
存
し
な
い
こ
と
を
欺
い
た
晩
年
の
徹
翁
は
、
某
年
の
結

制
の
日
に
「
今
夏
、
も
し
出
頭
の
人
を
得
ざ
れ
ば
、
利
刀
を
も
っ
て
わ
が
舌
を

裁
断
し
、
尽
未
来
際
に
開
口
し
て
法
を
説
か
じ
ピ
と
仏
前
に
誓
い
、
そ
の
夏
の

問
、
昼
夜
を
わ
か
た
ず
弟
子
に
洛
参
請
益
せ
し
め
、
つ
い
に
言
外
宗
忠
、
卓
然

宗
立
の
二
弟
子
を
得
た
。
そ
の
後
は
折
に
ふ
れ
て
「
両
人
、
老
僧
舌
頭
の
落
処

を
知
る
亡
と
語
っ
た
と
い
う
。
こ
の
徹
翁
が
、
応
安
二
年
夏
、
．
垂
死
の
病
床
に

あ
っ
て
、
「
待
我
滅
後
閑
之
」
と
表
書
し
て
密
封
し
た
一
帖
子
を
弟
子
に
託
し
、

五
月
十
五
日
に
「
餌
面
当
機
。
仏
祖
呑
気
。
一
機
転
処
。
虚
空
落
地
ピ
と
遺
偏

し
て
入
寂
し
た
。
遺
命
に
し
た
が
っ
て
か
の
帖
子
を
開
く
と
、
「
如
来
正
法
眼

蔵
無
付
人
。
自
荷
担
至
珊
勒
下
生
。
嗜
ピ
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
こ
の
徹
翁
の

語
を
一
休
は
末
後
の
垂
示
と
呼
ん
で
い
る
。

正
焙
世
譜
に
は
徹
翁
の
法
嗣
と
し
て
平
泉
道
均
、
祥
山
仁
禎
、
言
外
宗
忠
、

気
史
宗
意
、
卓
然
宗
立
ほ
か
七
倍
の
名
を
記
し
て
い
る
が
、
末
後
の
垂
示
を
字

義
ど
お
り
に
解
す
る
と
、
徹
翁
が
生
前
に
弟
子
に
印
可
の
証
を
与
え
た
か
ど
う

か
疑
問
を
残
す
。
行
状
の
筆
者
禅
興
が
、
臨
済
義
玄
が
遷
化
に
臨
ん
で
三
聖
に

言
っ
た
「
吾
正
法
眼
蔵
、
向
這
陪
駿
辺
減
却
亡
と
い
う
こ
と
ば
、
松
源
崇
岳
が

示
寂
の
際
に
言
っ
た
「
臨
済
正
宗
至
我
平
沈
。
苦
哉
苦
哉
ピ
と
い
う
こ
と
ば
を

挙
げ
、
徹
翁
の
末
後
の
垂
示
に
ふ
れ
て
、
「
由
是
観
之
。
臨
済
正
宗
両
次
滅
却
。

諸
方
皆
謂
此
事
至
師
断
絶
夫
。
嗟
平
為
合
如
是
。
不
合
如
是
亡
と
行
状
の
文
を

結
ん
で
い
る
の
も
故
な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
上
述
の
臨
済
の
こ
と
ば
は
三

聖
へ
の
付
法
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
徹
翁
に
つ
い
て
も
、
実
伝

宗
真
の
接
す
る
言
外
和
尚
行
状
に
は
言
外
が
徹
翁
の
許
可
を
受
け
た
こ
と
を
記

し
て
い
る
。
禅
宗
に
お
い
て
師
資
相
承
の
こ
と
は
極
め
て
の
大
事
で
あ
り
、
門

外
漢
が
云
云
す
べ
き
　
題
で
は
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
大
事
の
問
題
で
あ
る
だ
け

に
、
徹
翁
の
末
後
の
垂
示
は
、
印
可
と
い
う
こ
と
が
禅
の
法
脈
を
維
持
す
る
こ

と
の
根
本
義
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
重
み
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
を
改
め
て
問

い
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
狂
雲
集
に
次
の
よ
う
な
偽
が
あ
る
。

挙
霊
山
徹
翁
和
尚
末
後
之
垂
示
以
示
徒
。
其
垂
示
云
。
正
法
眼
蔵
無

付
人
。
自
荷
拇
至
萄
勒
下
生
。
噴
。

古
仏
霊
山
名
不
虚
　
当
来
禰
勒
是
同
居
　
児
孫
一
箇
狂
雲
子
　
邪
法
大
興

放
有
飴

牢
関
一
句
費
工
夫
　
百
煉
精
金
再
入
焔
　
話
到
当
来
来
劫
暁
　
只
愁
枕
上

夢
魂
無看
霊
山
行
状

宗
門
極
別
又
整
靴
　
乃
祖
霊
山
前
釈
迦
　
採
筆
誰
人
点
鬼
簿
　
工
夫
日
用

俗
塵
多

徹
翁
の
印
可
の
心
構
え
に
一
休
は
共
感
す
る
。
正
伝
と
い
う
こ
と
は
、
他
よ

り
の
印
証
に
よ
ら
ず
、
自
証
に
よ
ら
ず
、
ま
た
、
他
よ
り
の
印
証
に
よ
ら
ざ
る

に
あ
ら
ず
、
自
証
に
よ
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
日
用
の
工
夫
に
細
密
に
楕
進
す
る



こ
と
を
外
に
し
て
な
い
。

一
休
和
尚
年
譜
に
は
、
一
休
が
師
華
受
よ
り
の
印
可
書
を
焼
却
す
る
経
緯
が

詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
責
偽
は
措
く
と
し
て
、
一
休
自
ら
自
戒
集
に
、

起
請
文
ヲ
以
テ
申
ス
。
華
望
和
尚
ハ
言
外
和
尚
ヨ
リ
ノ
印
可
ナ
シ
。
宗
純

又
華
望
ヨ
リ
ノ
印
可
ナ
シ
。
モ
シ
コ
ノ
コ
ト
虚
言
ナ
ラ
バ
諸
仏
列
祖
ノ
御

罰
ア
タ
リ
テ
眉
髪
堕
落
ノ
ホ
ウ
ヲ
ウ
ク
へ
キ
也
。

質
前
ニ
テ
誓
文
ノ
ヤ
ウ
ハ
我
華
史
ヨ
リ
ノ
印
可
ナ
シ
、
得
法
ト
云
事
ハ
言

外
和
尚
マ
テ
ニ
テ
紫
野
仏
法
今
ナ
シ
ト
也
。

タ
、
シ
我
総
シ
テ
人
印
可
シ
タ
ル
事
ハ
ナ
シ
。
華
壁
は
言
外
ヨ
リ
ノ
印
可

ナ
シ
。
我
又
華
望
ヨ
リ
ノ
印
可
ナ
シ
。
人
々
皆
存
知
ノ
事
也
。

と
、
師
よ
り
の
印
可
も
無
く
、
人
を
印
可
し
た
る
こ
と
も
無
い
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
休
の
こ
と
ば
は
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
環
境
が
一
休
の

身
辺
に
存
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
年
譜
に
記
す
よ
う
に
華
受
よ
り
の
印
可

容
を
焼
却
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
印
可
な
し
と
い
う
一
休
の
こ
と
ば
は
当
た
ら
な

い
。
一
休
の
こ
と
ば
は
、
そ
の
よ
う
な
物
的
証
拠
の
有
無
に
関
せ
ず
、
印
可
と

い
う
こ
と
の
意
味
を
問
い
な
お
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
徹
翁
の
末
後
の
垂
示

が
問
い
か
け
て
い
る
も
の
も
こ
れ
で
な
か
っ
た
か
。
法
の
継
承
に
つ
い
て
の
徹

翁
の
心
構
え
に
一
休
が
深
い
共
感
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

b
　
示
栄
術
徒
法
括

一
休
が
会
下
の
僧
に
し
ば
し
ば
徹
翁
の
法
語
を
挙
似
し
た
こ
と
は
狂
雲
集
や

自
戒
集
を
見
て
も
知
ら
れ
る
。
そ
の
一
に
示
栄
街
徒
法
語
が
あ
る
。

凡
参
禅
学
遺
之
輩
。
須
日
用
清
浄
。
不
可
日
用
不
浄
。
所
謂
日
用
清
浄
者
。

究
明
一
別
因
縁
。
到
無
理
会
田
地
。
昼
夜
工
夫
不
怠
。
時
々
裁
断
根
源
。

仏
魔
難
窺
処
分
明
坐
断
。
往
々
埋
名
蔵
透
。
山
林
樹
下
。
挙
拐
一
別
因
縁
。

時
無
雑
純
一
臭
。
謂
之
日
用
清
浄
人
也
。
然
而
称
吾
善
知
識
。
撃
杖
払
集

衆
説
法
。
魔
魁
人
家
男
女
。
心
好
名
利
。
招
学
者
於
宝
中
。
道
悟
玄
旨
。

使
参
者
相
似
模
様
閑
言
語
。
便
数
者
片
箇
惜
也
。
這
般
輩
非
人
也
。
定
日

用
不
浄
者
也
。
以
仏
法
為
度
世
之
謀
。
是
世
上
栄
街
之
徒
也
。
凡
有
身
無

不
着
。
有
口
無
不
食
。
若
知
此
理
。
豊
街
於
世
哉
。
豊
訣
於
宮
家
哉
。
如

是
之
徒
。
三
生
六
十
劫
。
入
餓
鬼
入
畜
生
。
可
無
出
期
。
或
生
人
間
。
受

戒
病
苦
。
不
聞
仏
法
名
字
。
可
櫻
可
健
。

一
休
は
こ
の
法
語
の
後
に
一
偏
を
題
し
て
い
る
。

工
夫
不
足
浬
柴
草
。
名
利
輝
前
心
念
忙
　
信
通
人
間
食
籍
定
　
羊
康
一
椀

橘
皮
揚

中
峰
明
本
の
語
録
に
、
胸
中
を
し
て
冷
水
々
地
、
空
寂
々
地
、
百
不
思
、
百

不
慮
な
ら
し
め
、
前
に
恩
な
く
後
に
算
な
く
、
表
裏
枯
木
寒
灰
の
ご
と
き
禅
を

浬
架
堂
要
の
禅
と
も
出
家
行
脚
の
本
拠
と
も
言
う
と
あ
る
。
一
休
の
偽
に
言
う

と
こ
ろ
は
次
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
浬
輿
望
（
病
僧
が
安
息
加
療
す
る
宝
。
時

と
し
て
終
焉
を
迎
え
る
。
）
を
址
に
据
え
て
の
修
道
工
夫
は
為
す
に
難
く
、
と
か

く
名
利
に
心
を
労
し
て
落
ち
つ
か
ぬ
。
人
間
の
生
命
は
一
椀
の
羊
歴
と
橘
皮
湯

に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
人
の
食
扶
持
は
前
世
か
ら
定
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。
僧
の
本
来
義
に
か
え
り
、
自
己
を
見
つ
め
、
修
行
す
べ
き
で
あ

る
、
と
。
そ
し
て
一
休
は
徹
翁
の
法
語
に
共
感
す
る
。
こ
の
法
語
で
、
徹
翁
は

日
用
清
浄
人
と
日
用
不
浄
人
と
を
峻
別
す
る
。
日
用
清
浄
人
と
は
、
一
別
の
因

縁
を
究
明
し
、
純
一
無
雑
の
求
道
心
を
も
っ
て
教
外
に
悟
徹
し
、
名
利
を
離
れ

て
山
林
樹
下
に
晦
跡
し
、
聖
胎
長
養
し
て
怠
ら
ぬ
人
で
あ
る
。
日
用
不
浄
人
と

は
、
善
知
識
を
自
負
し
、
名
利
を
好
み
、
権
威
の
座
を
占
め
て
法
を
説
き
、
似

て
非
な
る
教
化
で
世
間
の
男
女
を
晴
着
し
、
己
事
究
明
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
世

間
に
迎
合
す
る
人
で
あ
る
。
僧
で
あ
る
こ
と
に
惰
性
的
に
依
り
か
か
り
、
仏
法



を
渡
世
の
具
と
す
る
と
こ
ろ
に
僧
の
本
来
の
使
命
の
忘
却
が
あ
る
。
狂
雲
集
に

は
次
の
よ
う
な
偽
も
見
え
る
。

重
題
霊
山
和
尚
示
栄
街
徒
法
語
後

李
下
従
来
不
整
冠
　
奔
馳
世
上
豊
訣
官
　
江
山
風
月
我
茶
飯
　
日
英
一
生

吟
味
（
繍
）
寒

た
と
え
本
心
が
そ
う
で
な
く
と
も
、
僧
た
る
も
の
は
、
世
上
に
奔
馳
し
て
宮

家
に
阿
訣
す
る
か
の
よ
う
な
挙
動
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。
徹
翁
の
言
う
ご
と

き
日
用
清
浄
人
と
は
い
か
な
く
と
も
、
自
然
の
山
水
風
月
を
糧
と
し
て
涼
し
く

生
き
る
、
こ
こ
に
一
休
の
生
き
方
が
あ
る
。

一
休
が
法
兄
の
養
受
宗
折
に
烈
し
い
非
難
を
加
え
る
の
も
、
養
史
の
生
き
方

を
日
用
不
浄
人
の
生
き
方
と
断
じ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ

い
て
細
述
す
る
余
裕
は
無
い
が
、
自
戒
集
に
「
徹
翁
和
尚
示
栄
街
徒
法
語
云
三

生
六
十
劫
紹
病
ノ
苦
ヲ
ウ
ケ
ン
ト
ア
ル
バ
養
曳
カ
コ
ト
ク
ナ
ル
イ
タ
カ
ノ
事
也
ピ

と
記
し
、
ま
た
「
養
史
力
感
病
ノ
記
」
の
ご
と
き
一
文
を
草
す
る
の
も
、
そ
の

他
、
養
史
に
対
し
て
「
法
中
姦
第
日
了
漠
」
「
栴
檀
仏
寺
利
名
相
」
（
狂
雲
集
）

「
魔
魅
泉
堺
南
北
中
」
（
自
戒
集
）
と
馬
る
の
も
、
徹
翁
の
法
語
を
念
頭
に
置

い
て
、
養
度
の
日
用
不
浄
人
で
あ
る
こ
と
を
答
め
て
い
る
よ
ケ
で
あ
る
。

一
休
は
徹
翁
の
こ
の
法
語
を
と
く
に
推
重
し
て
い
る
が
、
こ
の
法
語
を
め
ぐ

っ
て
一
休
と
養
里
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
興
味
あ
る
問
答
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

一
休
和
尚
年
譜
の
幸
徳
三
年
二
四
五
四
）
の
条
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
問

答
に
、
養
史
は
こ
の
法
語
に
つ
い
て
「
先
師
在
り
し
日
、
い
ま
だ
此
等
の
語
を

聞
か
ず
亡
と
言
い
、
一
休
は
「
先
師
、
毎
日
苦
言
そ
の
説
に
及
ぶ
ピ
と
答
え
て

い
る
。
師
の
華
史
か
ら
徹
翁
の
こ
の
法
語
を
聞
い
た
か
ど
う
か
、
直
接
に
教
を

受
け
た
弟
子
の
言
が
こ
の
よ
う
に
く
い
ち
が
っ
て
は
、
後
代
の
わ
た
く
L
な
ど

言
う
こ
と
ば
に
窮
す
る
。

こ
の
示
栄
街
徒
法
語
を
一
休
が
会
下
の
僧
に
し
ば
し
ば
挙
似
し
た
こ
と
は
養

史
の
こ
と
ば
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
が
、
現
存
の
徹
翁
録
に
こ
の
法
語
は
見
え
な

い
。
「
示
栄
街
徒
」
と
題
す
る
法
語
一
編
は
あ
る
が
、
狂
雲
集
に
載
せ
る
法
語

と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
の
徹
翁
録
に
見
え
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
一
休
の
挙
似
す
る
示
栄
街
徒
法
語
の
存
在
を
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。
こ
の
法
語
と
こ
れ
に
題
し
た
一
休
の
偽
と
が
一
休
真
筆
の
吉
と
し
て
真

珠
庵
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
狂
雲
集
に
徹
翁
の
法
語
と
し
て
記
す
も
の
四

編
、
い
ず
れ
も
徹
翁
録
に
見
え
な
い
こ
と
も
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
こ
の
法

語
の
存
在
を
疑
え
な
い
も
の
と
し
て
い
よ
う
（
徹
翁
録
付
我
の
「
行
状
」
に
は

末
後
の
垂
示
が
見
え
る
）
。

そ
れ
に
し
て
も
、
一
休
が
親
し
く
撃
史
に
随
侍
し
た
年
数
は
お
よ
そ
九
年
で

あ
る
が
、
養
史
が
華
史
に
随
侍
し
た
の
は
、
華
更
が
高
源
院
に
示
寂
す
る
ま
で

十
六
年
を
下
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
両
者
の
華
史
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
と
、

養
史
の
「
此
等
の
語
を
聞
か
ず
亡
と
い
う
こ
と
ば
は
、
養
史
が
虚
言
を
l
亭
っ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
だ
け
に
、
不
審
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
一
休
和
尚
年
譜
の
筆

者
の
一
休
等
崇
の
情
よ
り
す
る
筆
の
ア
ヤ
で
あ
ろ
う
か
。
一
休
が
「
苦
言
そ
の

説
に
及
ぶ
亡
と
答
え
て
い
る
の
も
、
栄
街
の
徒
を
誠
め
る
こ
と
に
言
及
し
た
と

い
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
語
そ
の
も
の
を
語
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
の
か

も
し
れ
ぬ
。
あ
る
い
は
養
史
の
か
か
わ
ら
ぬ
場
で
一
休
が
こ
の
法
語
を
知
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

禅
は
師
資
相
承
を
重
ん
ず
る
が
、
こ
の
師
資
相
承
と
い
う
こ
と
に
は
、
師
弟

の
き
わ
め
て
人
間
的
な
つ
な
が
り
が
微
妙
に
絡
ん
で
く
る
よ
う
に
わ
た
く
L
に

は
思
わ
れ
る
。
華
史
と
一
休
と
に
は
性
格
的
・
気
質
的
に
共
感
す
る
も
の
が
あ

り
、
華
史
と
養
史
と
の
問
に
は
そ
れ
が
欠
落
し
て
い
た
こ
と
が
、
後
日
の
両
者

の
反
目
を
惹
起
す
る
要
因
と
な
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
自
戒



集
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

撃
史
和
尚
御
影
ノ
賛
二
云
。
新
来
的
々
付
児
孫
。
華
受
ノ
ヲ
ホ
セ
ラ
レ
シ

バ
、
コ
レ
ハ
縁
語
作
也
ト
。
ソ
ノ
時
分
ヤ
カ
テ
養
受
印
可
ツ
ラ
ヲ
ス
。
華

受
御
後
悔
ア
リ
テ
、
三
賢
二
此
ノ
御
影
ヲ
苧
テ
賛
ヲ
キ
リ
ノ
ケ
テ
、
我
力

門
弟
ノ
常
住
物
ニ
セ
ン
ト
ナ
リ
。
一
休
和
尚
ヤ
ウ
〈
ニ
御
中
シ
ア
リ
テ

サ
シ
ヲ
カ
ル
。

又
御
影
ノ
黄
衣
金
欄
ノ
袈
裟
ノ
体
裁
御
腹
立
ア
リ
。
養
受
ノ
云
。
我
ハ
出

世
セ
シ
。
山
中
茅
屋
ニ
カ
ケ
テ
拝
シ
マ
イ
ラ
ス
へ
シ
ト
。
其
時
華
受
和
尚

御
腹
イ
テ
ヲ
ホ
セ
ラ
レ
ケ
ル
ハ
、
此
養
受
ハ
乗
払
ヲ
シ
ソ
コ
ナ
イ
テ
人
前

ニ
テ
ハ
チ
ヲ
カ
キ
タ
ル
者
ナ
レ
ハ
、
タ
ト
ヒ
出
世
ス
ト
モ
人
モ
テ
ィ
へ
カ

ラ
ス
ト
テ
、
御
影
ノ
黄
衣
ヲ
モ
ア
ラ
タ
メ
ラ
レ
ス
。

前
段
の
話
は
、
一
休
和
尚
年
譜
の
応
永
二
十
六
年
の
条
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

華
史
と
一
休
と
の
こ
の
よ
う
な
会
話
の
場
を
考
え
る
に
つ
け
て
も
、
師
資
相
承

の
場
に
は
た
ら
く
人
間
関
係
を
思
う
の
で
あ
る
。

徹
翁
の
法
脈
が
言
外
宗
忠
、
華
受
宗
曇
、
一
休
宗
純
と
そ
の
峻
厳
型
高
の
禅

風
を
相
承
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
も
、
性
格
的
・
気
質
的
な
共
感
の
存
在
が
考
え

ら
れ
、
こ
の
共
感
に
立
っ
て
一
休
の
正
伝
意
識
が
高
め
ら
れ
、
養
史
に
対
す
る

非
難
が
烈
し
さ
を
加
え
る
よ
う
に
思
う
。
一
休
が
徹
翁
を
景
慕
し
、
言
う
と
こ

ろ
の
日
用
清
浄
人
に
深
い
共
感
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
も
性
格
的
・
気
質
的
な

共
感
を
見
る
の
で
あ
る
。

「
栄
街
の
徒
」
と
い
う
こ
と
ば
を
し
ば
し
ば
用
い
て
き
た
。
栄
街
の
徒
と
は
、

自
己
を
飾
り
、
実
際
以
上
に
自
分
を
見
せ
よ
う
と
す
る
人
を
言
う
。
狂
雲
集
に

見
る
示
栄
街
徒
法
語
と
は
別
の
「
示
栄
街
徒
法
語
」
一
編
が
徹
翁
録
に
見
え
る

こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
そ
の
法
語
で
徹
翁
は
栄
街
の
徒
に
対
し
て
次
の
よ
う

に
説
く
。
禅
僧
の
修
行
は
実
参
で
あ
り
実
悟
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
栄
街
の

心
が
あ
れ
ば
参
究
が
上
す
べ
り
に
な
り
、
形
だ
け
の
修
行
に
堕
し
て
し
ま
う
。

自
分
自
身
が
円
融
無
際
の
境
界
に
入
ら
ず
し
て
世
間
の
男
女
を
教
え
る
の
は
人

を
た
ぶ
ら
か
す
行
為
で
あ
る
。
世
間
と
の
か
か
わ
り
を
求
め
ず
修
行
に
励
む
時

お
の
ず
か
ら
栄
行
の
心
は
払
拭
さ
れ
、
真
正
の
学
道
の
志
が
起
こ
り
、
実
悟
実

参
の
境
に
遠
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
禅
と
い
う
も
の
で
あ
る
、
と
。

徹
翁
の
こ
の
こ
と
ば
は
、
禅
僧
と
し
て
の
基
本
的
な
心
構
え
を
言
っ
た
も
の
で

あ
り
、
徹
翁
の
言
う
日
用
清
浄
人
も
、
本
来
あ
る
べ
き
禅
僧
の
あ
り
方
を
具
現

し
て
い
る
人
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
徹
翁
は
、
禅
僧
と
し
て
の
心
構
え

の
不
充
分
な
、
心
に
緩
み
の
あ
る
会
下
の
僧
を
「
栄
街
の
徒
」
と
な
し
、
彼
等

を
誠
め
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
法
語
を
説
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え

て
き
て
、
徹
翁
の
「
示
栄
街
徒
法
語
」
に
対
す
る
一
休
の
受
容
態
度
を
見
る
と
、

一
休
に
あ
っ
て
は
、
日
用
不
浄
人
に
対
す
る
非
難
の
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
清
浄
人
の
称
揚
と
不
浄
人
の
制
止
と
は
も
と
よ
り
表
菜

を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
一
休
の
場
合
、
会
下
の
僧
を
し
て
、
己
れ
自
ら
に
向

け
る
べ
き
目
を
研
ぎ
す
ま
す
よ
り
も
、
む
し
ろ
他
を
攻
撃
す
る
ロ
を
育
て
る
危

険
な
し
と
し
な
い
。
そ
の
こ
と
が
養
史
を
し
て
「
い
ま
だ
聞
か
ず
ピ
と
言
わ
し

め
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
l
休
の
禅
風
の
現
象
面
で
の

特
異
さ
を
形
成
す
る
一
因
を
見
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ
　
弟
子
接
化
の
様
態
　
－
寂
室
元
光
と
一
休

「
敬
う
る
は
学
ぶ
の
半
ば
」
と
い
う
が
、
心
の
悟
徹
を
も
と
め
て
修
行
す
る

禅
僧
の
場
合
、
自
ら
学
ぶ
こ
と
と
他
を
教
え
る
こ
と
と
に
は
、
徹
翁
の
二
編
の

示
栄
街
徒
法
語
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
つ
き
つ
め
て
考
え
れ
ば
、
む
つ
か

し
い
問
題
が
内
在
す
る
。

次
に
、
一
休
の
弟
子
を
接
化
す
る
様
態
の
一
塊
に
つ
い
て
、
寂
宝
元
光
の
そ



れ
と
比
べ
て
、
考
え
る
。

江
戸
時
代
の
文
人
柳
沢
洪
園
（
一
七
〇
六
－
一
七
五
八
）
の
雲
淳
雑
志
に
次

の
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
休
禅
師
、
紫
野
に
お
は
せ
し
時
、
宅
間
何
某
、
御
こ
こ
ろ
や
す
く
参
り

て
、
物
が
た
り
の
つ
い
で
ご
と
に
卸
異
見
申
や
う
は
、
君
に
は
尊
さ
御
僧

に
て
お
は
し
ま
せ
ど
も
、
余
り
に
打
つ
け
に
人
を
教
化
し
給
へ
ば
、
在
俗

の
輩
は
物
い
ま
ひ
な
ど
い
た
せ
る
も
の
ど
も
ば
か
り
に
て
、
か
へ
り
て
弘

通
に
便
り
よ
か
ら
で
、
志
し
あ
る
も
の
も
、
は
て
は
遠
ざ
か
り
侍
る
な
り
。

不
凡
の
や
か
ら
は
格
別
、
凡
夫
に
は
と
か
く
め
で
た
さ
事
を
申
さ
せ
給
は

り
た
し
。
さ
あ
ら
ば
悦
び
て
帰
依
し
参
ら
す
る
者
多
か
る
べ
し
。
な
べ
て

人
は
よ
ろ
し
き
こ
と
は
己
れ
が
こ
と
と
ば
か
り
お
も
ひ
て
、
あ
し
き
こ
と

は
み
な
他
人
の
う
へ
と
の
み
心
得
る
な
ら
ひ
に
て
侍
る
ぞ
と
申
し
た
る
に
、

禅
師
こ
た
へ
て
、
よ
し
よ
し
心
得
た
り
と
て
、
筆
を
と
り
給
ひ
て
、
仏
家

に
住
在
す
れ
ば
、
い
ま
し
め
を
以
て
本
と
し
、
三
宝
の
海
に
入
れ
ば
、
ま

こ
と
を
以
て
本
と
す
。
身
死
し
て
庶
根
に
あ
り
て
は
、
骨
ま
た
浄
し
、
と

書
し
て
、
こ
れ
よ
り
外
に
め
で
圧
こ
と
は
し
ら
ず
と
の
給
へ
り
と
か
や
。

森
大
狂
氏
校
訂
の
一
休
和
尚
全
集
に
付
載
す
る
一
休
和
尚
伝
に
も
雲
揮
雑
志

か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
こ
の
話
を
記
し
て
い
る
。
洪
園
は
何
に
よ
っ
て
こ
の

話
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
話
中
の
「
身
死
し
て
巌
根
に
あ
り
て
は
、
骨
ま

た
浄
L
J
と
い
う
こ
と
ば
は
、
わ
た
く
し
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
、
近
江
永
源
寺

関
山
の
寂
宝
元
光
の
次
の
詩
に
見
え
る
。

風
捜
飛
泉
送
冷
声
　
前
峰
月
上
竹
無
明
　
老
来
殊
覚
山
中
好
　
死
在
巌
根

骨
也
活

こ
の
詩
は
教
室
が
但
馬
国
金
蔵
山
の
閑
房
の
壁
に
督
し
た
二
首
の
内
の
一
首

で
あ
る
。
他
の
一
首
は
、

倍
此
閑
房
恰
一
年
　
嶺
雲
渓
月
伴
枯
禅
　
明
朗
欲
下
腿
前
路
　
又
向
何
山

石
上
眠

と
い
う
詩
で
あ
る
。
寂
軍
冗
光
は
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
美
作
国
に
生
ま
れ
、

貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
七
十
八
歳
で
近
江
国
永
源
寺
に
示
寂
し
た
臨
済
宗
の

僧
、
一
休
よ
り
前
時
代
の
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
寂
室
語
録
は
永
和
三
年
（
l

三
七
七
）
に
五
山
版
と
し
て
開
板
さ
れ
、
室
町
時
代
に
も
し
ば
し
ば
摺
刷
さ
れ

て
い
る
（
川
瀬
一
馬
氏
著
「
五
山
版
の
研
究
」
）
。
そ
の
詩
佃
は
禅
林
に
愛
詞

さ
れ
、
一
休
が
寂
室
の
こ
の
詩
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。

寂
宝
の
禅
風
に
つ
い
て
は
か
つ
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
法
系
は
松
源

崇
岳
－
無
明
慧
性
－
蘭
渓
遺
隆
－
約
翁
徳
倹
－
寂
室
元
光
と
相
承
さ

れ
る
。
入
元
し
て
中
峰
明
本
に
師
事
し
、
そ
の
隠
逸
の
禅
風
に
煎
染
さ
れ
る
と

こ
ろ
が
多
い
。
寂
宝
の
法
語
を
見
る
と
、
多
く
冒
頭
に
古
別
な
ど
の
話
頭
を
提

示
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
参
禅
者
が
着
力
参
究
す
る
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
。
た

と
え
ば
越
州
の
狗
子
無
仏
性
話
を
提
示
し
、
「
汝
只
二
六
時
中
四
威
儀
内
。
放

拾
諸
縁
。
打
成
一
片
。
如
攻
銭
頼
子
。
似
呑
栗
練
蓬
。
参
去
参
来
。
斯
須
少
間

莫
有
退
志
。
忽
耐
打
破
漆
桶
。
心
華
発
明
。
照
十
方
空
ピ
（
示
正
印
大
師
）
と

説
く
が
ご
と
き
で
あ
る
。
日
用
清
浄
人
の
実
践
を
す
す
め
て
い
る
。
そ
し
て
寂

室
の
禅
の
特
色
は
弟
子
を
接
化
す
る
手
段
に
見
ら
れ
る
。
寂
室
和
尚
行
状
に
、

殿
之
巽
位
有
僧
堂
。
師
曽
梯
之
日
。
坐
中
警
策
。
只
不
可
過
惹
衣
敲
席
耳
。

痛
以
竹
箆
行
事
。
則
或
動
他
心
念
。
恐
壊
道
義
。
各
席
遵
守
此
法
式
。
深

所
庶
者
也
。

と
あ
る
。
禅
の
修
行
と
言
え
ば
喝
雷
棒
雨
の
烈
し
い
鍛
錬
を
思
い
が
ち
で
あ
る

が
、
寂
宝
の
説
く
と
こ
ろ
は
こ
れ
に
異
な
る
。
烈
し
さ
は
己
れ
の
内
に
求
め
ら

れ
る
べ
き
も
の
で
、
外
に
求
め
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
己
れ
自
ら
の
求
道
心

に
よ
っ
て
、
葉
末
の
露
が
お
も
む
ろ
に
砿
h
ソ
、
滴
り
落
つ
る
ご
と
く
、
心
機
を



熱
さ
し
め
て
開
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
古
別
で
あ
り
公
案
で

あ
る
。
寂
宝
は
「
或
は
他
の
心
念
を
動
じ
、
恐
ら
く
は
道
義
を
壊
せ
ん
ピ
と
言

う
が
、
菓
末
の
露
が
そ
れ
ぞ
れ
に
月
を
宿
す
が
ご
と
く
、
修
行
僧
そ
れ
ぞ
れ
が

蔵
し
て
い
る
道
心
を
大
切
に
思
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
修
行
法
は
、
一
見

な
ま
や
さ
し
く
、
も
の
た
ら
な
く
も
思
わ
れ
よ
う
。
修
行
僧
を
し
て
自
己
と
妥

協
さ
せ
る
危
険
も
あ
る
。
し
か
し
、
禅
の
修
行
は
畢
完
己
れ
自
ら
の
た
め
の
も

の
で
あ
る
。
他
の
た
め
に
す
る
と
い
う
意
識
に
は
気
負
い
が
あ
り
、
気
負
い
の

あ
る
と
こ
ろ
に
は
日
用
清
浄
人
は
無
い
。
寂
宝
が
、
参
禅
は
「
鉄
漢
」
に
し
て

始
め
て
為
し
得
る
「
猛
烈
大
丈
夫
之
事
業
」
で
あ
る
と
言
う
所
以
で
あ
る
。

一
休
が
弟
子
を
接
化
す
る
心
構
え
も
寂
室
の
そ
れ
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る

よ
う
に
思
う
。

自
戒
集
を
見
る
と
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
六
月
十
六
日
、
一
休
は
大
燈

国
師
の
頂
相
を
本
寺
に
返
し
て
念
仏
宗
に
改
宗
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
そ
の

動
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
休
会
下
の
久
参
の
僧
が
「
我
力
印
可
ト
云
テ
年
来
久

参
タ
テ
ヲ
シ
テ
、
一
休
ノ
後
ハ
我
二
仏
法
ヲ
問
へ
ト
会
裡
ノ
人
々
二
申
シ
ア
エ

リ
ピ
と
あ
る
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
僧
を
前
年
の
六
月
十
一
日

に
接
出
し
、
l
年
後
の
改
宗
軍
言
で
あ
っ
た
。
狂
雲
集
に
次
の
偽
が
あ
る
。

謹
白
久
参
入
　
母
姜
蔵
主
絶
・
父

一
善
不
行
作
諸
悪
　
憎
他
妬
他
元
字
脚
　
口
堅
勤
見
地
微
弱
　
陪
禿
禅
宗

門
零
落
　
人
笑
是
無
純
自
縛
　
見
他
非
不
知
己
錨
　
日
用
工
夫
禍
作
略

暫
時
難
得
住
虚
廓
　
直
指
為
人
又
機
作
　
知
見
禅
話
墳
溝
整
　
好
勢
耽
名

之
卜
度
　
到
此
誰
人
輿
刻
削

参
得
古
別
心
弥
濁
　
醍
醐
上
昧
為
毒
薬

酬
愚
蟻
本
、
内
閣
文
撞
本
に
は
題
注
に
「
寛
正
二
年
六
月
十
八
日
出
が
宗
蔵
主

絶
交
」
と
あ
る
が
、
妙
興
寺
文
書
に
存
す
る
こ
の
侭
に
は
「
寛
正
元
年
仲
秋

為
紹
長
禅
人
吉
之
一
休
宗
純
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
前
掲
の
自
戒
集
に
言
う

按
出
さ
れ
た
僧
と
は
こ
の
崇
宗
蔵
主
か
も
し
れ
ぬ
。
崇
宗
蔵
主
に
関
し
て
は
、

崇
宗
蔵
主
絶
交
後
。
綴
野
詩
二
竃
。
以
随
行
云
。

嚢
中
唯
有
責
図
円
　
此
地
位
遊
十
五
年
　
夜
夜
秋
風
枕
頭
雨
　
不
知
何
成

城
燈
前
減
誓
璧
薯

と
い
う
詩
が
続
狂
雲
詩
集
に
見
え
、
狂
雲
集
に
は
、

減
疫
痢

真
前
一
義
太
分
明
　
乃
祖
霊
光
照
太
活
　
徳
橋
悟
遺
我
不
全
　
江
湖
夜
雨

十
年
情

と
い
う
斎
名
の
頚
が
見
え
る
。
こ
の
餌
は
龍
澄
信
禅
師
と
綾
山
宣
鑑
の
滅
燈
の

問
答
を
ふ
ま
え
て
作
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
頚
を
一
休
よ
り
の
印
可

と
思
い
誤
り
、
崇
宗
蔵
主
は
接
出
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

自
戒
集
に
華
史
の
こ
と
ば
と
し
て
「
道
号
斎
名
ナ
ン
ト
ノ
甥
ハ
縁
語
ツ
ク
リ
ナ

レ
ハ
褒
美
ス
ル
．
ハ
仁
義
也
。
印
可
ニ
ハ
ア
ラ
ス
亡
と
あ
る
の
が
思
い
あ
わ
さ
れ

る
。
こ
の
崇
宗
蔵
主
が
去
る
に
際
し
て
、
一
休
は
餞
行
の
詩
を
贈
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
寂
宝
は
、
薪
水
の
労
を
と
っ
た
全
下
の
僧
の
、
未
徹
在
の
者
に
与
え

た
法
語
に
「
料
恕
個
日
用
工
夫
。
為
之
不
致
純
雷
。
若
令
個
遺
業
不
克
成
研
。

暇
我
之
由
。
各
帰
干
誰
乎
ピ
（
示
嗣
遺
禅
者
）
と
言
っ
て
い
る
。
事
情
は
異
な

る
が
、
こ
の
寂
宝
の
心
に
通
ず
る
も
の
を
一
休
の
心
に
感
ず
る
の
で
あ
る
。

文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
秋
、
大
徳
寺
内
で
一
個
が
自
殺
し
、
こ
れ
に
関
連

し
て
数
個
が
禁
獄
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
年
譜
に
は
「
師
年
五
十
四
歳
。

龍
山
多
故
。
数
僧
獄
盤
。
一
門
心
酸
。
秋
九
月
。
師
心
疾
革
。
潜
入
譲
羽
山
将

食
死
。
事
達
戻
聴
。
即
降
勅
批
日
。
和
尚
決
有
此
挙
。
仏
法
王
法
倶
減
。
師
琶

舎
躾
平
哉
。
師
憲
忘
国
平
裁
。
師
答
勅
日
。
貧
道
亦
率
土
之
一
民
耳
。
命
可
敢

辞
耶
。
重
陽
日
述
九
侶
以
示
衆
。
月
尾
帰
京
亡
と
記
し
て
い
る
。
当
時
大
徳
寺



の
住
侍
で
も
な
い
一
休
が
心
疾
革
ま
る
ほ
ど
の
事
件
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

一
休
の
九
侭
の
中
に
、

正
伝
傍
出
妄
相
争
　
隙
功
無
明
人
我
情
　
人
我
招
来
担
子
重
　
空
看
蚊
蝶

一
身
軽

上
古
遺
光
今
日
明
儲
論
臨
済
正
伝
名
昆
前
屋
後
樵
歌
路
倍
音
山
陽
笛
二
戸

と
あ
る
の
を
見
る
と
、
争
い
の
も
と
は
法
統
の
正
芳
を
め
ぐ
る
論
に
あ
っ
た
の

か
。
正
燈
世
譜
の
日
峯
宗
舜
の
項
に
「
文
安
四
年
丁
卯
住
山
云
云
止
と
あ
り
、

紫
巌
譜
略
の
日
峯
の
項
に
は
「
文
安
元
甲
子
入
寺
。
齢
八
十
。
（
中
略
）
関
山

派
（
入
）
寺
之
始
也
ピ
と
あ
る
。
正
法
山
六
祖
伝
の
日
峯
伝
に
は
文
安
四
年
の

入
寺
と
考
え
ら
れ
る
記
述
が
あ
り
、
一
休
和
尚
年
譜
文
安
元
年
の
条
に
は
、
官

命
に
よ
る
入
山
が
予
定
さ
れ
る
日
峯
に
対
し
、
こ
れ
を
阻
止
せ
ん
と
す
る
養
史

と
官
命
拒
み
難
し
と
す
る
一
休
と
の
問
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
安
四
年
の
事

件
と
い
う
の
は
、
日
峯
住
山
の
是
非
、
関
山
派
の
正
芳
を
め
ぐ
っ
て
の
こ
と
と

考
え
て
よ
か
ろ
う
。
九
侭
の
中
に
、

地
老
天
荒
龍
宝
秋
　
夜
来
風
雨
悪
難
収
　
対
他
若
作
是
非
話
　
彷
彿
雲
門

関
字
酬

漸
我
声
名
猶
未
稲
　
参
禅
学
道
長
踵
労
　
霊
山
正
法
掃
地
減
　
不
意
魔
王

十
丈
高

の
ご
と
き
作
が
あ
る
の
を
見
る
と
、
一
休
会
下
の
僧
が
こ
の
事
件
に
深
く
か
か

わ
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
九
偽
に
は
、
讃
羽
山
で
死

を
決
し
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
他
よ
り
も
我
自
ら
を
責
め
る
一
休
の
心

情
が
色
濃
く
出
て
い
る
。

狂
雲
集
に
示
会
裏
徒
と
題
す
る
三
保
が
あ
る
。

楽
中
有
苦
一
休
門
　
箇
々
蛙
争
井
底
等
　
昼
夜
在
心
元
字
脚
　
是
非
人
我

一
生
喧

公
案
参
来
明
歴
々
　
胸
襟
勘
破
暗
昏
々
　
怨
憎
到
死
難
忘
却
　
道
伴
忠
言

逆
耳
根

徒
学
得
祖
師
言
句
　
識
惰
刀
山
牙
鈍
樹
　
看
々
頻
頻
挙
他
非
　
嘲
血
噴
人

其
口
汚

こ
れ
ら
の
偽
の
作
ら
れ
た
時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
続
群
書
類
従
所
収
狂
雲

集
の
作
品
配
列
か
ら
推
せ
ば
、
あ
る
い
は
養
史
と
義
絶
す
る
前
後
の
時
期
の
作

で
あ
ろ
う
か
。
「
看
々
頻
頻
挙
他
非
　
嘲
血
噴
人
其
口
汚
」
と
あ
る
が
、
た
と

え
養
度
に
向
か
っ
て
で
な
い
と
し
て
も
、
日
用
不
浄
の
禅
僧
に
対
し
て
一
休
は

容
赦
な
く
非
難
す
る
。
師
の
為
す
と
こ
ろ
弟
子
こ
れ
に
な
ら
う
。
自
ら
へ
の
斬

悦
を
籠
め
て
弟
子
の
所
行
を
欺
く
情
が
こ
の
三
伯
に
見
ら
れ
る
。
人
我
の
情
を

育
て
る
温
床
が
己
れ
の
会
下
に
存
す
る
こ
と
へ
の
噺
塊
と
慨
歎
で
あ
る
。
「
美

人
雲
雨
愛
河
深
　
楼
子
老
禅
楼
上
吟
　
我
有
抱
持
噴
吻
興
　
売
無
火
衆
捨
身
ト
ビ

（
題
姪
坊
）
と
詠
ず
る
一
休
の
会
下
は
、
そ
こ
に
修
行
す
る
僧
に
と
っ
て
、
危

険
を
学
ん
だ
場
で
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
楽
中
有
苦
一
休
門
」
と
詠
ず

る
一
休
の
心
が
ど
れ
ほ
ど
に
理
解
さ
れ
た
こ
と
か
。
文
安
四
年
の
九
伯
に
見
て

も
、
「
近
代
久
参
学
得
僧
　
語
言
三
昧
喚
為
能
　
無
能
有
味
狂
婁
屋
　
折
脚
錯

中
飯
一
升
」
「
風
外
松
杉
乱
入
雲
　
諸
方
動
衆
又
驚
群
　
入
境
機
関
吾
不
全

濁
醇
一
義
酔
醗
々
」
と
自
ら
の
世
界
の
外
貌
を
示
す
に
と
ど
め
る
一
休
の
こ
と

ば
に
は
、
禅
の
修
行
が
か
え
っ
て
「
語
言
三
昧
喚
為
能
」
「
胸
襟
勘
破
暗
昏
々
」

「
誠
惜
刀
山
牙
叙
樹
」
と
詠
ず
る
よ
う
な
現
状
を
も
た
ら
す
こ
と
へ
の
怖
れ
が

感
じ
ら
れ
る
。
一
休
が
、
ま
た
、
時
と
し
て
、

絶
交
全
裡
衆
。
侶
且
以
自
警
云
。

匡
徒
領
衆
立
魔
宮
　
汗
馬
従
前
蓋
代
功
　
師
弟
凡
惰
共
姦
焉
　
可
憐
韓
信

歎
良
弓

と
、
会
裡
の
僧
と
の
絶
交
を
宣
言
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
場
に
追
い
込
ま
れ



る
の
も
、
一
休
の
接
化
の
あ
り
方
が
弟
子
の
盗
意
を
育
て
る
危
険
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
よ
う
。
常
不
軽
菩
薩
や
刃
心
辱
仙
人
に
心
ひ
か
れ
る
一
休
の
生
き

方
は
、
当
時
の
禅
僧
社
会
に
あ
っ
て
、
一
休
の
心
を
さ
ら
に
孤
独
に
し
た
か
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

弟
子
の
修
行
心
に
期
待
し
、
そ
の
心
機
の
熟
成
を
待
つ
と
い
う
接
化
の
あ
り

方
で
、
寂
室
と
一
休
と
は
共
通
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
し
か
も
そ
の
結
果

を
異
に
し
て
い
る
。
そ
の
因
由
に
つ
い
て
は
、
も
と
よ
り
簡
単
に
答
え
ら
れ
る

こ
と
で
は
な
い
が
、
両
者
の
個
性
の
差
に
も
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
両
者
の
遺
誠
に
触
れ
て
本
稿

を
結
び
た
い
と
思
う
。

寂
室
が
弟
子
に
与
え
た
遺
誠
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

老
拙
如
今
世
緑
将
尽
。
因
顧
命
諸
法
属
等
。
待
余
法
然
之
後
。
亘
須
林
下

晦
跡
。
火
種
刀
耕
。
図
終
一
生
也
。
契
経
日
。
当
離
間
間
独
処
閑
居
山
間

空
沢
、
ム
ム
。
是
乃
吾
仏
最
後
慈
訓
。
寧
可
不
遵
奉
裁
。
汝
等
各
各
精
厳
勤

修
。
庶
不
向
袈
裟
之
下
失
却
人
身
。
是
余
深
所
望
千
僧
輩
耶
。
汝
等
見
余

気
絶
。
急
須
収
空
。
切
莫
留
遺
骸
以
使
人
見
之
。
掩
土
畳
石
既
撃
。
勧
乎

同
志
只
諷
首
栢
厳
神
兇
一
遍
而
巳
。
然
後
把
熊
原
還
干
大
守
。
以
前
庵
付

与
高
野
父
老
等
。
各
自
散
去
。
父
老
若
又
有
閏
辞
意
。
汝
等
与
諸
道
友
相

議
。
諸
一
老
成
宿
袖
以
充
庵
主
。
為
佗
討
柴
水
便
当
底
雲
水
兄
弟
。
作
一

夏
一
冬
安
禅
弁
道
之
所
在
亦
可
。
餃
無
役
可
言
。
退
喝
退
嘱
。

寂
室
は
、
自
分
の
死
後
は
遺
骸
を
速
や
か
に
埋
葬
し
、
寺
領
を
太
守
に
返
付

し
、
矛
庵
を
土
地
の
父
老
に
付
与
し
、
僧
団
を
解
い
て
各
自
に
林
下
に
跡
を
晦

ま
し
、
火
種
刀
耕
し
て
一
生
を
終
え
よ
と
命
ず
る
。
そ
し
て
、
も
し
父
老
が
茅

庵
を
受
け
取
る
こ
と
を
回
辞
し
、
寺
の
存
続
を
望
む
時
は
、
一
宿
袖
を
魔
主
と

し
て
一
夏
一
冬
の
安
禅
弁
道
の
道
場
と
せ
よ
と
言
う
。
こ
の
よ
う
な
遺
誠
が
為

さ
れ
る
の
は
「
袈
裟
の
下
に
向
か
っ
て
人
身
を
失
却
す
る
」
　
－
す
な
わ
ち
、

袈
裟
を
身
に
ま
と
う
こ
と
に
よ
っ
て
人
と
し
て
の
真
実
の
生
き
方
を
見
失
う
こ

と
を
怖
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
休
の
追
試
は
真
珠
庵
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。

老
僧
身
後
門
弟
子
中
。
或
居
山
林
樹
下
。
或
入
洒
躇
姪
坊
。
説
禅
説
遺
。

而
有
為
人
開
口
之
貧
者
。
是
仏
法
之
盗
賊
。
我
門
之
怨
敵
也
。
三
日
可
引

衆
旨
之
間
。
老
拙
還
可
蒙
先
師
之
罰
事
也
。
一
箇
不
可
有
印
記
者
。
縦
又

錐
不
為
人
。
而
遺
我
全
体
法
者
。
告
外
謹
宮
人
。
速
可
被
加
降
伏
。
是
老

僧
身
後
之
忠
節
也
。
念
之
念
之
。

こ
の
遺
誠
は
睦
知
客
－
睦
宝
紹
睦
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
山
林
樹
下
に

あ
っ
て
も
、
市
井
の
鰹
坊
洒
坪
に
入
っ
て
も
、
人
の
た
め
に
禅
道
を
説
く
者
は

仏
法
の
盗
賊
、
わ
が
門
の
怨
敵
で
あ
る
と
誠
め
、
印
可
を
禁
じ
、
た
と
え
人
の

為
に
せ
ず
と
も
、
仏
法
を
会
得
一
せ
り
と
言
う
者
は
官
人
に
告
げ
て
速
や
か
に
降

伏
を
加
う
べ
L
と
言
う
。
も
と
よ
り
衆
生
済
度
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
の
で
は
な

い
が
、
他
を
教
え
、
ま
た
他
に
対
し
て
「
わ
れ
、
仏
法
を
会
せ
り
ピ
と
語
る
そ

の
行
為
に
日
用
不
浄
人
に
堕
す
る
心
の
怠
慢
、
弛
緩
を
生
ず
る
こ
と
を
怖
れ
る

の
で
あ
ろ
う
。
寂
室
の
言
う
「
庶
不
向
袈
裟
之
下
。
矢
部
人
身
ピ
に
通
ず
る
。

日
用
清
浄
人
を
志
し
て
ひ
た
す
ら
に
己
事
を
究
明
す
る
生
き
方
に
立
つ
点
で
は
、

一
休
も
寂
室
も
、
そ
し
て
撤
翁
も
そ
の
立
所
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し

て
も
、
一
休
の
遺
誠
に
言
う
と
こ
ろ
は
、
切
実
で
あ
り
、
求
心
的
で
、
さ
な

が
ら
己
れ
の
足
跡
を
一
つ
一
つ
拭
い
消
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。

そ
こ
に
弟
子
の
接
化
に
心
を
痛
め
た
一
休
の
苦
悩
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
因
は
、
必
ず
し
も
一
休
会
下
の
僧
の
み
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
く
、
一
休

そ
の
人
に
も
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
休
の
禅
風
を
考
え
る
手

が
か
り
が
こ
こ
に
も
有
る
。
　
　
　
　
－
　
広
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授
　
－




